
工期が１日延びる損失を受発注者間で認識し、双方の問い合わせ等に対し、検討結果（検
討に期日を要するものについては回答期日）を１日（即日）で回答し、待ち時間等を最低限に
抑えるなど受発注者の情報共有の連携強化を図る。

（全工事対象）

発注者 受注者

相談

即日回答及び

●経済効果（インフラの早期完成）
●国民満足度の向上

●業務能率向上 ●工期短縮によるコスト縮減

●企業の経営向上

●施工品質の向上

●受発注者双方の意識改革
●経験や技術力の伝承

回答期日の連絡

④ワンデーレスポンス

国民

発注者 受注者

九州地方整備局
３．施工効率と品質の向上対策（いきいき現場づくり（施工効率化向上））
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